
（
保
安
規
定
）

（
保
安
規
定
）

第
八
十
七
条

﹇
略
﹈

第
八
十
七
条

﹇
略
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
略
﹈

３

﹇
略
﹈

３

﹇
略
﹈

一
〜
五

﹇
略
﹈

一
〜
五

﹇
略
﹈

五
の
二

発
電
用
原
子
炉
主
任
技
術
者
の
職
務
の

範
囲
及
び
そ
の
内
容
並
び
に
発
電
用
原
子
炉
主

任
技
術
者
が
保
安
の
監
督
を
行
う
上
で
必
要
と

な
る
権
限
及
び
組
織
上
の
位
置
付
け
に
関
す
る

こ
と
（
燃
料
体
が
炉
心
等
か
ら
取
り
出
さ
れ
て

い
る
場
合
を
除
く
。）。

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

六
〜
十
二

﹇
略
﹈

六
〜
十
二

﹇
略
﹈

十
三

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
巡
視
及
び
点
検
並

び
に
こ
れ
に
伴
う
処
置
に
関
す
る
こ
と
。

十
三

発
電
用
原
子
炉
施
設
の
巡
視
及
び
こ
れ
に

伴
う
処
置
に
関
す
る
こ
と
。

十
四
〜
十
六

﹇
略
﹈

十
四
〜
十
六

﹇
略
﹈

十
七

火
災
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施

設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備

に
関
す
る
こ
と
（
廃
止
措
置
対
象
施
設
内
に
第

百
十
一
条
第
一
項
第
六
号
の
性
能
維
持
施
設
が

存
在
し
な
い
場
合
を
除
く
。）。

十
七

火
災
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉
施

設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備

に
関
す
る
こ
と
（
廃
止
措
置
対
象
施
設
内
に
核

燃
料
物
質
が
存
在
し
な
い
場
合
を
除
く
。）。

十
八

内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の

整
備
に
関
す
る
こ
と
（
廃
止
措
置
対
象
施
設
内

に
第
百
十
一
条
第
一
項
第
六
号
の
性
能
維
持
施

設
が
存
在
し
な
い
場
合
を
除
く
。）。

十
八

内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の

整
備
に
関
す
る
こ
と
（
廃
止
措
置
対
象
施
設
内

に
核
燃
料
物
質
が
存
在
し
な
い
場
合
を
除

く
。）。

十
九

重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原

子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制

の
整
備
に
関
す
る
こ
と
（
廃
止
措
置
対
象
施
設

内
に
第
百
十
一
条
第
一
項
第
六
号
の
性
能
維
持

施
設
が
存
在
し
な
い
場
合
を
除
く
。）。

十
九

重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原

子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制

の
整
備
に
関
す
る
こ
と
（
廃
止
措
置
対
象
施
設

内
に
核
燃
料
物
質
が
存
在
し
な
い
場
合
を
除

く
。）。

二
十

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原

子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制

の
整
備
に
関
す
る
こ
と
（
廃
止
措
置
対
象
施
設

内
に
第
百
十
一
条
第
一
項
第
六
号
の
性
能
維
持

施
設
が
存
在
し
な
い
場
合
を
除
く
。）。

二
十

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原

子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制

の
整
備
に
関
す
る
こ
と
（
廃
止
措
置
対
象
施
設

内
に
核
燃
料
物
質
が
存
在
し
な
い
場
合
を
除

く
。）。

二
十
一
〜
二
十
七

﹇
略
﹈

二
十
一
〜
二
十
七

﹇
略
﹈

４
・
５

﹇
略
﹈

４
・
５

﹇
略
﹈

（
保
安
規
定
の
遵
守
状
況
の
検
査
）

（
保
安
規
定
の
遵
守
状
況
の
検
査
）

第
八
十
八
条

﹇
略
﹈

第
八
十
八
条

﹇
略
﹈

２

﹇
略
﹈

２

﹇
略
﹈

一
・
二

﹇
略
﹈

一
・
二

﹇
略
﹈

三

第
八
十
条
第
三
号
又
は
第
八
十
一
条
第
三
号

の
規
定
に
よ
る
訓
練
の
う
ち
、
原
子
力
規
制
委

員
会
が
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
に

法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
五
項
に
規
定

す
る
検
査
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め

る
も
の
を
実
施
す
る
場
合

三

第
七
十
八
条
第
三
号
又
は
第
七
十
九
条
第
三

号
の
規
定
に
よ
る
訓
練
の
う
ち
、
原
子
力
規
制

委
員
会
が
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め

に
法
第
四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
五
項
に
規

定
す
る
検
査
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認

め
る
も
の
を
実
施
す
る
場
合

３

﹇
略
﹈

３

﹇
略
﹈

（
核
物
質
防
護
管
理
者
の
要
件
）

（
核
物
質
防
護
管
理
者
の
要
件
）

第
九
十
四
条

﹇
略
﹈

第
九
十
四
条

﹇
略
﹈

一
・
二

﹇
略
﹈

一
・
二

﹇
略
﹈

三

特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
に
関
す
る
業
務
に

管
理
的
地
位
に
あ
る
者
と
し
て
一
年
以
上
従
事

し
た
経
験
を
有
す
る
者
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上

の
知
識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
原
子
力
規

制
委
員
会
が
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
。

三

特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
に
関
す
る
業
務
に

管
理
的
地
位
に
あ
る
者
と
し
て
一
年
以
上
従
事

し
た
経
験
を
有
す
る
こ
と
又
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
知
識
及
び
経
験
を
有
し
て
い
る
と
原
子
力

規
制
委
員
会
が
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
。

（
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
の
期
間
の
延
長
に
係
る

認
可
の
基
準
）

（
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
の
期
間
の
延
長
に
係
る

認
可
の
基
準
）

第
百
九
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
五
項

の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、

延
長
し
よ
う
と
す
る
期
間
に
お
い
て
、
原
子
炉
そ

の
他
の
設
備
が
延
長
し
よ
う
と
す
る
期
間
の
運
転

に
伴
う
劣
化
を
考
慮
し
た
上
で
研
究
開
発
段
階
発

電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に

関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
五
年
原
子
力
規
制
委
員

会
規
則
第
十
号
。
以
下「
研
開
炉
技
術
基
準
規
則
」

と
い
う
。）に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
す

る
。

第
百
九
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
五
項

の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
基
準
は
、

延
長
し
よ
う
と
す
る
期
間
に
お
い
て
、
原
子
炉
そ

の
他
の
設
備
が
延
長
し
よ
う
と
す
る
期
間
の
運
転

に
伴
う
劣
化
を
考
慮
し
た
上
で
研
究
開
発
段
階
発

電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
技
術
基
準
に

関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
五
年
原
子
力
規
制
委
員

会
規
則
第
十
号
。
以
下
「
研
開
炉
技
術
基
準
」
と

い
う
。）に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
す

る
。

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

（
廃
止
措
置
計
画
の
認
可
の
申
請
）

第
百
十
一
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
計
画
に
つ
い
て
認
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し

た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
十
一
条

法
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
廃
止
措
置
に
関
す
る
計
画
（
以

下
「
廃
止
措
置
計
画
」
と
い
う
。）に
つ
い
て
認
可

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に

つ
い
て
廃
止
措
置
計
画
を
定
め
、
こ
れ
を
記
載
し

た
申
請
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
五

﹇
略
﹈

一
〜
五

﹇
略
﹈

六

廃
止
措
置
期
間
中
に
性
能
を
維
持
す
べ
き
発

電
用
原
子
炉
施
設（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
性

能
維
持
施
設
」
と
い
う
。）

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

平成年月日 月曜日 (号外第号)官 報 
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